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【内容要旨】（1,200字以内） 
 

コモンマーモセットは小型の霊長類として多くの研究に用いられている。その利点として、開発

化合物の使用量が少なくて済むこと、取り扱いが容易であり人獣共通感染症のリスクが低いことな

どが挙げられる。広鼻猿類（新世界ザル）に分類されるコモンマーモセットが狭鼻猿類（旧世界ザ

ル）のカニクイザルと同等の睡眠覚醒リズムを示すことが明らかになれば、睡眠研究の枠の拡大が

期待できる。 

本研究では、ラット、カニクイザルそしてコモンマーモセットに脳波電極類を装着し、ラットは

有線方式でカニクイザルとコモンマーモセットはテレメトリー方式で 24 時間の脳波ポリグラフを

測定した。得られたデータを覚醒、レム睡眠、ノンレム睡眠の 3状態に判定した結果、ラットは多

相性の睡眠構築を示し、カニクイザルとコモンマーモセットは単相性の睡眠構築を示した。単相性

の睡眠構築を示したカニクイザルとコモンマーモセットについて、ノンレム睡眠をさらに浅睡眠と

深睡眠に分けた 4状態に判定し比較した。その結果、カニクイザルでは暗期の序盤に約 30％の深睡

眠が出現したのに対して、コモンマーモセットはノンレム睡眠のほとんどが浅睡眠であった。 

以上の結果、コモンマーモセットがカニクイザルと同様の単相性の睡眠構築を示したことから、

睡眠研究においてカニクイザルの代用としてコモンマーモセットが有用と考えられる。一方、コモ

ンマーモセットのノンレム睡眠は殆んど浅睡眠を示したことから、睡眠深度を目的とした研究には

注意が必要なことが示唆された。 
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